
国際センター・瑞鳳殿ウォーキングコースガイド

東北大学片平キャンパス
瑞鳳殿 魯迅階段教室 メタセコイア

　仙台市博物館周辺

　五色沼
　

政宗胸像 魯　迅 　白萩と秋川石       評定河原球場

　

　地下鉄東西線国際センター駅

国際センター駅 

羽生、荒川両氏モニュメン

ト→彫刻「三世代」→藤棚

→五色沼 

博物館前庭 

＝フィギュアスケート発祥の

地（1890明治23年頃市在住

の外国人）明治30年米国人

が子供たちにフィギュアス

ケート教室→普及のため二

高生の田代三郎・佐藤幸

三・河久保子郎氏らが全国

に（諏訪湖には明治42年）→

（発祥の地は諏訪湖と・・・第

一回全日本選手権大会か

開催される） 

・1931（昭和６年）第二回全

日本選手権フィギュアス

ケート競技も開かれている。 

政宗騎馬像 

昭和10年初代騎馬像（政宗没300年祭）

→昭和19年金属徴用（回収令）で軍 

 →昭和20年塩釜で発見（石川謙吾氏）

→軍より有料で払下げ→（青葉神社）→博

物館庭に 

→昭和28年小野田セメント社よりコンク

リート製の立像（今は岩出山に） 

   作者・小室達氏（柴田町出身）   

→昭和37年観光協会法人改組記念に今

の騎馬像。 

彫刻「逓－昨日・今日・明

日」→今日は昨日を丸ごと

しっかり受け止めること、

そして明日へ宛て  

 て便りをすること。もつと

未来へと≪遺言≫の配達

は続いて行くとの意味合

いがあり→ 

 逓（つぎつぎに伝える）の

意味は今の〒→ 

また博物館もある意味歴

史を伝えていることに共通

している（立地条件） 

魯迅 

中国文学の父で思想家でもある

（1881～1936）。 

  青年時代の一年半医学生とし

て仙台（1904秋～1906春）→医学

から文学へと志を転換した。 

   像→魯迅生誕の地である中

国浙江省紹興市から生誕120年

を記念して2001年贈呈される。 

   碑→東北大学名誉教授熊谷

岱蔵氏らが建立・レリーフは郷土

の彫刻家翁朝盛氏（フィギュア像

白萩と秋川石 

武蔵国大悲願寺に咲く白萩を所望

（1634寛永11年）した縁1973（昭和

48年） 

  →東京都五日市町（現あきる野

市）から仙台市に贈られたもの。返

礼に臥龍梅の若木を 

 （大悲願寺の過去帳に輝胸の子

で政宗の弟である第15代住職秀

雄が  

→政宗の弟小次郎と判明?・・・毒

殺事件（1590（大正18年））は） 

花壇屋敷と評定河原野球場・評定河原大橋 

 →藤ヶ崎と藤崎神社（藤の花が見事な所 仙台七坂の一つ） 

 →琵琶首は上（本丸）から見れば琵琶の首に似ていることから琵

琶首と呼ばれる。 

 →仙台城（1600）→仙台橋（1601大橋）が架けられ、すぐ下流に花

壇橋  

 →追廻から廊下橋→1608年（慶長13）花壇で知行割が行われる  

 →1617年（元和3） 1637年（寛永14）と ２度の洪水で流失、２度の流

失後は再建無し。 

 →仮屋は藩主の日常生活を補う屋敷→花壇屋敷が作られ仮屋

（政宗の下屋敷）が置かれる。 

 →寛永４年（1628）花壇屋敷から江戸へ（60歳） 

            →翌年には若林城が完成→政務は花壇屋敷か

ら若林城へ（70歳没）。 

・花壇屋敷は正保（1644～）絵図は「仮屋」とその北側の花畑は「花

壇」と表記があり（絵図） 

  →「御仮屋」に隣接した花畑があり「花壇屋敷」と呼ばれる→寛政

元年（1789）頃まで存在。 

・評定所（裁判所）が置かれ刑罰する場でもあって評定河原との地

名の由来になっている。 

 （処刑場は七北田に） 

・評定河原には全国で六番目（昭和10年）の動物園が開園 

     →昭和19年廃園（空襲に備えて）大型動物を処分→山居沢

に子供動物園→八木山に 

 〔野球場使用中はトイレ使用可（8:001:20）〕 

瑞鳳寺    

 瑞鳳寺二代目忠宗が政宗の追善のため建立（1636・

寛永13年） 

瑞鳳殿受付付近 

 →参道と杉木立（古いもので樹齢380余年）と石段

（62段→62万石）→石造りの階段は空襲の焼失を免れ

た藩政時代からのもの。 

・瑞鳳殿（￥570） 

 →政宗70歳（1636）で没、遺言により二代目忠宗によ

り経ヶ峯に造営（1637）された霊屋（墓所） 

  →国宝（1931・昭和6年）に指定→空襲（昭和20年）で

焼失、現在は1979・昭和54年に再建。 

・感仙殿 

 →二代目忠宗の霊屋で四代綱村が造営1664（寛文４

年）→瑞鳳殿と同様に国宝に指定 

 →その後空襲の焼失→1985・昭和60年に再建。 

・善応殿 

 →三代目綱宗の霊屋で五代吉村が造営1716（享保

元年）→瑞鳳殿、感仙殿と共に空襲で焼失→1985・昭

和60年に感仙殿と共に再建。 

 →四代綱村からは大年寺の無尽灯廟と宝華林廟の

弐ヵ所  （涅槃門多賀城の慈雲寺） 

※殉職者石田将監興純の子孫（今石田常夫宅）が明

治時代に伊達家から廟所瑞鳳殿の監守を任された。 

東北大片平キャンパス 

 →北門→魯迅教室→さくらホール前→南門→学院大（ホーイ記念

館）前 

 ・第二高等中学校（明治20年）→仙台医学専門学校→仙台高等工

業学校→東北大学包摂校 宮城女子専門学校→東北帝国大学1907

年（明治40） 

≪札幌農科大と4年後仙台1911（明治44）に理科大開校≫  

  →東北大に改称1947年（昭和22） 

魯迅教室の開館日→水曜日、木曜日、金曜日（1030～1200－1300～

1600） 


